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「かわさき脱炭素プロジェクト」の目的と全体像
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市民ひとりひとりが
自発的に環境によいアクションをとる
文化や新しいライフスタイルをつくる

…

自分らしく環境によい
宅配受け取りのライフスタイル

自分らしく環境によい
食ロスのないライフスタイル

自分らしく環境によい
移動のライフスタイル

今年度のスコープ

大目的



今年度のプロジェクト概要

オープン型宅配ロッカー（PUDO）の利用促進により、宅配再配達を減らし、CO2の削減を
目指す。（キャンペーン期間︓ 6月17日〜８月31日）
プロジェクト推進事業者︓ヤマト運輸、Packcity Japan、富士通、実行委員会

宅配便ロッカー ラッピング 利用促進キャンペーン 効果可視化

広報

環境・物流の社会課題を楽しく知ること
ができる宅配ロッカーのラッピング

「行動のきっかけ」となるインセンティ
ブ（景品）を提供するキャンペーン

結果（行動総量やCO2排出削減量）が
直感的に見えるダッシュボード

デジタル・アナログを組み合わせた広報により、
PUDOの利用促進、キャンペーンへと市民を
誘導し、行動変容・行動変容の維持を促す
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WEBサイト訪問数の推移

・累計33,617人がWEBサイトに訪問
・数値確認が難しいWEB以外（チラシ等）も含め、多くの市民にプロジェクト内容をリーチ
している
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市制だより（7/1）
街中サイネージ放映
(7/1~８/31)

~８/30)

7/23)

8/14)



キャンペーンを通じた行動変容結果

・キャンペーン応募者のうち、これまで「荷物」の受け取りでPUDOを利用したことがな
かった人の割合が、全体の40％
⇒PUDOでの受け取り利用の経験がない市民にも、「行動変容」を促せている
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今後の継続に向けた意識変容結果

・キャンペーン応募者のうち、99％が今後継続して「PUDOを利用したい」、もしくは「利用しても
いい」と回答

・また、99％の人が今後PUDOの受け取りに限らず荷物を一回で受け取るようにしたいと回答
⇒継続したPUDO利用および荷物の一回での受け取りに向けた「意識変容」が行われていると言える
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キャンペーン応募者の声（一部抜粋）

環境の観点

利便性の観点

川崎へのイメージの観点
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